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  2026 年 9 月 1 日 

高エネルギー加速器研究機構 

第 11 回文理融合シンポジウム 

「量子ビームで歴史を探るー加速器が紡ぐ文理融合の地平ー」 

一般講演会を開催します（取材案内） 

 

高エネルギー加速器研究機構（KEK）物質構造科学研究所は、第 11 回文理融合シンポジウム

「量子ビームで歴史を探る―加速器が紡ぐ文理融合の地平―」一般講演会を開催します。 

 

文化やものづくり、最先端の量子ビーム科学、材料科学、素粒子、そして医療まで。 私たちの

世界には、未だ解き明かされていない無数の「知りたいこと」があふれています。 

 

本講演会では、各界のトップランナーをお招きし、日々進化を遂げる最先端の研究とそのアプ

ローチをご紹介します。理系と文系の境界を越えた多角的な視点から、文化と科学の深層に切

り込むエキサイティングな時間をお届けします。 

 

科学やテクノロジーの最新動向、歴史や文化財、ものづくりに興味のある方、どなたでもご参

加いただける講演会となっております。 

 

8/24（月）にプレスリリースした「名古屋城金鯱の黄金の輝きの秘密に迫る」に携わった研究

者の登壇もあります。（https://www.kek.jp/ja/press/202608241030） 

 

報道関係各位におかれましては、是非ご来場の上、取材くださいますようご案内申し上げます。 

 

 
 

開催概要 

日時：2026 年 9 月 26 日（土）9:50〜16:05 

対象：中学生以上 

参加費無料：無料 

報道関係各位 

https://www.kek.jp/ja/press/202608241030
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会場：奈良春日野国際フォーラム 甍 〜I・RA・KA〜（奈良県奈良市春日野町 101） 

現地参加定員：150 名（応募多数の場合抽選とすることがあります） 

オンライン定員：300 名（先着順） 

お申込み：現地、オンラインのどちらも事前申込みが必要です（お申込みには Peatix への会員登録

が必要です） 

※取材をお申込みの場合は peatix による申込みは不要です。取材のお申込みについては後述の「取

材申込みについて」をご覧ください。 

 

 

能楽ホール（奈良春日野国際フォーラム甍提供） 

講演 

宇宙のはじまりの「非常識」 

高エネルギー加速器研究機構 浅井 祥仁 機構長 

専門：高エネルギー素粒子物理学 

 

すべての文化財を含むこの宇宙がどうして誕生したのでしょう？ 

「宇宙は「無」から始まった。」どうして、何も無いところから、 

こんな多くの物質とエネルギーに満ちあふれた宇宙が出来たのか？ 

宇宙の誕生にどんな「非常識」なことが起きたか？如何にして宇宙 

が生まれたのか？ 

その理解を進めるきっかけとなったのが、2012 年のヒッグス粒子の 

発見です。最先端の素粒子研究対象が、「粒子（物質）」から「真空」 

「時空」に移っています。「無用の用」で、「真空」がこの宇宙を生ん 

だ可能性が分かってきました。最先端の加速器が拓く不思議な世界の 

お話です。 

 
要素還元論とホーリズム 

奈良県立橿原考古学研究所 青柳 正規 所長 

専門：西洋古典考古学 

 

近代科学は、物事を細かく分解して理解する「要素還元論」を基盤 

として発展してきました。しかしその過程で、物事や社会の全体性 

や統一性といった重要な側面が見落とされることがありました。 

本講演では、科学の進歩がもたらした利点を確認しつつ、人間社会 

や自然の有機的なつながりを再評価する必要性を考えます。その鍵 

として、「ホーリズム（全体論）」の考え方を紹介し、現代社会にお 

けるその意義を再認識したいと思います。 
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ミュオンによる文化財科学 

※8/24（月）プレスリリース「名古屋城金鯱の黄金の輝きの秘密に迫る」関連講演 

高エネルギー加速器研究機構 物質構造科学研究所 反保 元伸 特別助教 

専門：ミュオン科学 

 

文化財を未来に残すためには、資料を傷つけずに、その材料や製作 

技術を調べることが重要です。これまで文化財の非破壊分析には、 

X 線、電子線、光などを用いたさまざまな方法が使われてきました。 

近年、これらに加えて、素粒子の一種である「ミュオン」を利用し 

た新しい分析法が注目されています。ミュオンを使うと、文化財の 

表面だけでなく、内部の元素情報や深さ方向の変化を調べることが 

できます。 

本講演では、「ミュオンを使うと何がわかるのか？」を、実際の文化 

財分析の例を交えながらわかりやすく紹介します。 

 
東北大学金属材料研究所 110 年の歩みーものづくり文化の伝統と継承ー 

東北大学金属材料研究所 佐々木 孝彦 所長・教授 

専門：物性物理学実験 

 

東北大学金属材料研究所（金研）は、創立以来 110 年にわたり「社 

会のための材料科学」を掲げ、革新的な発明を世に送り出してきま 

した。 

本講演では、世界初の人工永久磁石「KS 磁石鋼」や通信技術を支え 

た「センダスト」、登山史に刻まれる「山内ピッケル」、金属組織観察 

に不可欠な「村上試薬」といった具体例を紐解きます。これらの成果 

の根底には、材料創出に欠かせない「創製・観測・探求」の知恵と技 

術を尊ぶ「ものづくり文化」が息づいています。この精神は現在、共 

同利用プログラム「人文科学と材料科学が紡ぐ新知創造学際領域の形 

成（新知創造学際ハブ）」へと引き継がれ、人文科学との融合による 

新たな価値創造を牽引しています。金研の 110 年の歩みと社会の関わ 

りを振り返りつつ、文理の枠を超えた未来への展望をお話しします。 

 
量子ビームでひらく科学と社会ー見えないものを見る、狙って治すー 

大阪大学核物理研究センター 中野 貴志 センター長 

専門：原子核物理学 

 

文化財研究における「資料を傷つけずに内部を調べる」技術と、核医 

学治療における「正常細胞への影響を抑えてがん細胞を狙う」技術は、 

一見異なる応用でありながら、対象を選択的に見極め、必要な場所に 

だけ作用させるという量子ビーム利用の共通した考え方に支えられて 

います。 

本講演では、大阪大学核物理研究センターにおける加速器科学と量子 

ビーム利用の取り組みを紹介しながら、理学、工学、医学、人文学が 

交わることで生まれる新しい知の可能性について、一般の方にもわか 

りやすくお話しします。 
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今回の一般向け科学講演会は、9 月 25 日から 27 日まで開催される「第 11 回 文理融合シンポ

ジウム」（ https://www2.kek.jp/imss/msl/2026/06/25-27-1.html ）の一環として開催さ

れます。 

 

取材申込みについて 

参加をご希望の方は、9 月 24 日（木）17:00 までに以下のフォームからお申し込みください。 

https://forms.cloud.microsoft/r/duuE63RzJz 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

 

大学共同利用機関法人 高エネルギー加速器研究機構 広報室 

TEL： 029-879-6047 

E-mail： press@kek.jp 

https://www2.kek.jp/imss/msl/2026/06/25-27-1.html
https://forms.cloud.microsoft/r/duuE63RzJz
Tel:029-879-6047
mailto:press@kek.jp

